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有床診療所における結核多発事例
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　1990年代以降のわが国の結核院内感染は，専ら一般病院での報告が中心であり，有床診療所を

舞台にした院内感染は，医師や看護婦自身が感染源であった事例を除いては，高齢の入院患者の

多発事例は報告されていない。一週間という短期間に，同一の有床診療所に入院経験のある3人

の排菌患者（72歳，87歳，41歳）が発生し，その後約1ヵ月間に同一診療所から新たに2人の排

菌患者（71歳，86歳）の発生と，事件探知の約3ヵ月前，同一診療所において結核で死亡した患

者1人（86歳）の存在が明らかとなった。症状発現後，診療所に入院した者が3人であり，いず

れもお互いの事例の間には関連性はなく，たまたま同一時期に発病し，受診したものであった。

一方，残り3人は診療所入院期間に重なりがあること，1人は結核死亡例と同室でありそれ以前

にも病棟で接触の可能性があったこと，もう1人も同じ階の病室であったこと，RFLP分析から

死亡例を除く2人のパターンが一致したことから，死亡例を発端者とした院内感染が強く疑われ

た。医療従事者・同時期入院者に対し定期外検診を行い，9人の職員に対しINHによる予防内

服を行った。本事件を通じて，高齢者に院内感染が起こりうること，高齢者の利用が多く，長期

間入院している者を抱える有床診療所が，結核の院内感染対策の盲点となっていることが明かと

なった。今後，介護保険等の導入をひかえ，高齢者の長期療養施設の一つとなりうる有床診療所

においても，院内感染予防や結核患者の早期発見等の結核対策が重要と考えられる。
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